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◎いよいよツユ明けで猛暑到来、まず会員の皆さま、暑中お見舞い申上げます。 

 暑いさ中を田草取りや果樹の収穫、さてはイ草刈りに農家の方々も大変なら、畜舎では牛や鶏も青息吐息の７

月です。 

 切に御自愛の程御祈りいたします。同時に家畜にも、少しでも過ごし易いような心やりがほしいものと思いま

す。 

 

◎農業基本法がきまり、選択的拡大ということで畜産の進展が約束されました。そして農業の自立経営の育成の

ためには、協同組織の発展、協業の促進がうたわれています。 

 畜産の共同経営を考える場合の参考として、今月から３～４回に分けて、愛媛大学の若林秀泰氏の「生産の共

同化」についての講演を掲載することにしました。共同化、協業化に関しての御希望、御意見などがありました

ら編集係まで遠慮なくお便りをお寄せ下さい。 

 

◎「岡山畜産便り」会費は原則として前納していただくことになっておりますので、未納のお方はなるべく早く

振替用紙で御納入下さるようお願いします。 


